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一般社団法人 日本風力発電協会（以下、JWPA）

沿革
• 2001年12月17日：任意団体設立
• 2005年 7月 4日：有限責任中間法人設立
• 2009年 5月27日：一般社団法人へ移行
• 2010年 4月 1日：風力発電事業者懇話会と合併

基本理念
• 我が国のエネルギーセキュリティ向上ならびに地球環境問題の解決に貢献する。
• 全ての関連産業、企業が結集して、風力発電産業の健全な発展を図る。
• 我が国を代表する風力発電産業団体として、その責務を強く自覚し、行動する。
• 内外に影響力を行使できる機能・能力を持つとともに、説明責任を果たし、法令を順守
する。

会員構成
• 風力発電に係る全ての業種 430社・団体（2020年1月15日現在）

• 風力発電事業者、風車メーカー、風車代理店、部品メーカー
• 土木建築、電気工事、輸送建設、メンテナンス、コンサルタント
• ファイナンサー、保険、風力発電立地自治体（市町村、公営企業、県）など

• 国内風力発電設備容量の約85％を会員がカバー
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■課題への対応:「JWPA風力発電に係る環境影響評価の課題に対する検討委
員会」の設置と「助言書」の作成

• JWPAとして克服すべき課題、対応策等を明らかにするため、外部有識者に参加頂き、
「風力発電に係る環境影響評価の課題に対する検討委員会」を2014年2月に立ち上げ
た。風力発電施設に係る環境影響評価を効果的かつ効率的に実施するために助言書
（中間報告）をとりまとめた。

「風力発電施設に係る環境影響評価の基本的考え方に関する検討会(環境省)」(2010年に開催)に
おいて、風力発電事業が環境影響評価法の対象事業に追加されたと共に、風力発電事業の実施に
伴う環境に与える影響について懸念されている事項が明らかになった。

■助言書の主な意見
• 環境影響の程度を客観的なデータで示すようにするため、当初の環境影響（予測・評
価）と事後の実態の変化を収集・把握をすべきである。

• 効果的・効率的な調査・予測・評価手法の基本的な考え方を精査すべきである。
• CSR活動の推進（各種勉強会の開催、地域活動へのサポート、ジョイント・ファクト・
ファインディング活用等）、国を始めとする関係機関との協同関係の構築が必要である。

環境アセスの迅速化・合理化に向けたJWPAの取り組み①
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 2013年度：「風力発電に係る環境影響評価の課題に対する検討委員会」を立ち上
げ、法対象とされてから1年以上経過時点での課題を抽出、助言書に取りまとめた。

 2014-2015年度：検討委員会の助言書に基づく作業部会（項目別）での活動

騒音・超低周波音

鳥類

景観

工事中の影響

全体会議 検討委員会
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 2017‐18年度：実態調査データを収集、NEDO実証研究調査(※)に協力、結果を分析

 ４つの評価項目の作業部会を設置、個別・具体的な課題検討を行った。
 全体会議並びに検討委員会を設置、有識者の助言を受けつつ検討を進めた。
 JWPA事後モニタリング調査マニュアル等の作成を実施した。

 2016年度：JWPAホームページ（会員専用ページ）にてデータを掲載、共有化の開
始

効果的・効率的な環境アセスの項目別のガイド案を策定

(※)参考資料5ご参照

環境アセスの迅速化・合理化に向けたJWPAの取り組み②



更なる取り組みの課題と方向性＜風力業界の自主的取組＞

 事後調査等の事例の収集を継続
 順応的管理手法を導入、検証、研究

 事後調査結果等を定量的に分析
 2018年度に公表されたNEDO実証研究調査結果を活用

３．国等への働きかけ・コミュニケーションの活性化

 ラウンドテーブルの機会やシンポジウム等意見交換の場を検討・設定し、様々な機関とのコミュニケーション
を活性化

 CSR活動の推進（各種勉強会の開催、各地域でウィンドデイを毎年開催、ジョイント・ファクト・ファイ
ンディングの実施）

２．仮称)風力発電施設に関する効果的・効率的な環境影響評価ガイドの有効性向上

１．事後調査データ共有化の仕組み継続運用

5

低周波音に関する勉強会を開催（関係資料の作成・配布）

ジョイント･ファクト･ファインディングの取り組み例



JWPAのCSR活動について①

理解促進のための取り組み事例
（報道機関や地方公共団体等へ啓発素材を配布・周知）

6



JWPAのCSR活動について①

理解促進のための取り組み事例
（報道機関や地方公共団体等へ啓発素材を配布・周知）
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JWPAのCSR活動について②

理解促進のための取り組み事例
（会員による地域説明会等へJWPAが資料提供）

地域説明会 地域説明会

現地視察
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夏祭り・秋祭り 出前授業 現地セミナー

清掃活動 植樹祭 山開き

理解促進・地域との共生を推進する取り組み事例
（会員による地域活動をJWPAがサポート）

JWPAのCSR活動について③
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グローバル・ウインドデイ（世界の風車の日）
http://www.globalwindday.org/

・2007年に欧州（GWEC＆EWEA）が6月15日
をウインドデイと定めて、世界中で広報
イベントを同時開催

・多くのイベントを同時開催することで、
メディアを注目させて風力発電をＰＲ

・日本は2008年の横浜開催から開始

（欧州外では初めて）

以後は5～8月中心に時期を拡げて実施

・JWPAは各地域のイベント開催をサポート

・11年目の2018年は30地域で開催、累計で

184件・参加者は延べ1万人以上
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JWPAのCSR活動について④（ウィンドデイ）
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2018年は全国30地域で開催
・定番は風車見学会（含む風車内）
・タワーへのお絵描き、周辺の清掃、
クイズ大会、出前授業・工作教室等々

・地元の祭りとの併催イベントも多い

6/17能代

JWPAのCSR活動について④（ウィンドデイ）

6/17能代
ドローンでの空撮
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6/23銚子 船で洋上風車を見学

7/6稚内
出前授業

7/28郡山
工作教室

5/31秋田港

JWPAのCSR活動について④（ウィンドデイ）
2018年は全国30地域で開催
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JWPAのCSR活動について④（ウィンドデイ）
2019年は全国29地域で開催

＜グローバルウインドデイin能代（2019年6月16日開催）＞
・イベント会場内に、「風車」と「音」について理解を深める音の体験コー
ナーが出展

・様々な周波数の音を発生させる移動可能な特設装置により、来場者が風車
の音を含めた様々な音（可聴音、超低周波音）を体験

・イベント来場者：約700人の内、76人の方々が体験

音の体験コーナー

※出典：秋田県ホームページの掲載内容より引用 13



• 過去の一部の風車には増速機
からの歯車音が見られた

→現在はほぼ抑制されている

• 主要な音源であるブレード

→技術革新により風切り音の

影響も低減されつつある

• 風車規模と発生騒音：大型化に比例して騒音も大きくなる
との懸念

→技術開発により低騒音化が進展。最新の4MWクラスの風車

は既存の3MW以下クラスと発生騒音が同程度

【参考①】風車と騒音の関係について

風切り音の影響低減のために開発・導入
された新タイプのブレード
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※出典：グラフ内の各数値は風車メーカ各社カタログ等より抜粋・引用

A特性音響パワーレベルは
概ね104dB～108dB

出力1MWあたりのパワーレベル
は、大型風車ほど低い傾向

【参考②】大型風車の音響パワーレベルについて
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ご清聴ありがとうございました。
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